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執
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者
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名
専
攻
発
表
論
文
秦
野
貴
生
文
学
研
究
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士
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期
課
程
第
三
学
年
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『
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ラ
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ル
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』
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号
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発
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研
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要
第
三
十
四
号
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集
兼
発
行
者
大
谷
大
学
大
学
院
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表
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俊
発
行
所
大
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学
〒
六
〇
三
?八
一
四
三
京
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市
北
区
小
山
上
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編
集
後
記
『
大
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
は
大
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
の
学
生
が
研
究
成
果
を
広
く
公
表
す
る
場
で
す
。
学
生
は
課
程
在
学
中
に
論
文
を
一
本
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
本
紀
要
掲
載
（
ま
た
は
掲
載
見
込
み
）
論
文
の
あ
る
こ
と
が
、
本
学
大
学
院
に
課
程
博
士
の
学
位
請
求
論
文
を
提
出
す
る
際
に
必
要
な
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
一
回
の
刊
行
を
重
ね
、
本
号
で
第
三
十
四
号
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
投
稿
は
一
本
、
指
導
教
員
の
指
導
と
指
導
教
員
以
外
の
査
読
委
員
の
厳
正
な
審
査
を
経
て
こ
こ
に
公
表
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
執
筆
者
本
人
は
も
と
よ
り
、
指
導
教
員
そ
の
他
、
関
係
各
位
の
尽
力
に
よ
り
こ
こ
に
至
っ
た
こ
と
を
慶
賀
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
研
究
が
課
程
博
士
論
文
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。
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